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１ 調査の目的と方法 

（１） 調査の背景と目的 

ヤングケアラーは，年齢や成長の度合いに見合わない重い責任や負担を負うことで，

本人の育ちや教育に影響があることから，実態の把握及び支援の強化が求められている。 

本調査は，調布市におけるヤングケアラーと思われる子どもに関する状況を把握し，

ヤングケアラーと思われる子どもの早期発見・支援につなげる仕組みづくりの検討を行

うため，小中学生，及び高校生・大学生世代に対して実態調査を実施した。 

 

（２） 調査の対象と方法 

調査対象 対象者 調査方法 

小学生 
市立小学校 

5 年生，6 年生児童 

インターネット回答のためのＱＲコードを

印字した依頼状を学校で配布し，学習用タ

ブレット端末を用いて，学校にて回答。 

中学生 
市立中学校 

全生徒 

インターネット回答のためのＱＲコードを

印字した依頼状を学校で配布し，学習用タ

ブレット端末を用いて，学校にて回答。 

高校生世代 

令和 5 年 1 月 4 日時点

で市内に住所登録の

ある高校 1・2・3 年生

世代の市民 

インターネット回答のためのＱＲコードを

添付した依頼状を郵送配布し，個別のスマ

ートフォンやタブレット端末等で回答。 

大学生世代 

令和 5 年 1 月 4 日時点

で市内に住所登録の

ある大学 1・3 年生世

代の市民 

インターネット回答のためのＱＲコードを

添付した依頼状を郵送配布し，個別のスマ

ートフォンやタブレット端末等で回答。 

 

（３） 調査期間 

 小中学生：令和 5 年 1 月 25 日～令和 5 年 2 月 6 日 

 高校生・大学生世代：令和 5 年 2 月 13 日～令和 5 年 2 月 28 日 
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（４） 配布・回収状況 

調査の種類 配付数 回収数 回収率 

小学生調査 3,615 2,865 79.3％ 

中学生調査 4,502 3,409 75.7％ 

高校生世代調査 5,681 1,123 19.8％ 

大学生世代調査 4,590 628 13.7％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国が行った調査  

 小学生調査＝小学生の生活についてのアンケート調査（令和３年度）  

中学生調査＝中高生の生活実態に関するアンケート調査（令和２年度）  

高校生世代調査＝同上  

大学生世代調査＝大学生の生活実態に関するアンケート調査（令和３年度）  

 

 

 

  

◆ 調査結果の見方について 

●集計した数値（％）は小数点第２位を四捨五入し，小数点第１位までを表示して

いる。このため，質問に対する回答の選択肢が一つだけの場合，選択肢の数値

（％）を全て合計しても，四捨五入の関係で 100％にならない場合がある。 

●複数回答の場合，回答者数を分母として割合（％）を計算しているため，各選択

肢の割合を合計すると 100％を超えることがある。 

●クロス集計などの表では，特別の表記がない限り，上段が実数，下段が％（小数

点第 1 位まで）を表示している。 

●回答結果を見やすくするために，グラフや表等で回答のなかった選択肢や無回答

など一部の項目を省略している場合がある。 

●一部の設問では，国が行った調査※との比較を行っている。設問文は本市のもの

を表示しているので国の文言と異なる場合がある。 
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≪参考≫ヤングケアラーのイメージ（例） 
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２ 調査結果の概要 

（１） 世話をしている家族の有無 

 

 世話をしている人が「いる」と回答したものは，小学生が 11.1％と最も多い。 

（大学生世代は，「現在いる」と「現在はいないが，過去にいた」の回答の合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 世話をしている相手 

小学生，中学生では「弟・妹」が，高校生世代では，「きょうだい」が，大学生世代で

は「祖母・曾祖母」が最も多い。 

  

 母 父 
祖母・

曽祖母 

祖父・

曽祖父 
兄・姉 弟・妹 

その他

の人 
無回答 

小学生(n=317） 18.0  13.6  7.6  3.5  5.7  47.6  7.9  24.3  

中学生(n=225） 10.2  8.9  6.2  1.8  4.0  37.8  8.4  36.0  

高校生世代(n=37） 16.2  10.8  5.4  5.4  
37.8 

（きょうだい） 
8.1  37.8  

大学生世代(n=26） 19.2  7.7  23.1  11.5  
19.2 

（きょうだい） 
11.5  26.9  

 

 

 

  

11.1

6.6

3.3

4.1

88.9

93.4

96.7

95.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生(n=2,865）

中学生（ｎ=3,409）

高校生世代（ｎ=1,123）

大学生世代（ｎ=628）

いる いない

国の調査

「いる」

6.5

10.2

4.1

5.7

国の調査  
「いる」（％） 
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（３） 世話を必要としている理由 

 【小学生調査】 

 お世話の相手が母・父では「わからない」，祖父母・曾祖父母では「高齢のため」，

兄弟姉妹では「おさないため」が１位となっている。 

 
母・父 

(n=61） 

祖父母・曾祖父母 

（n=25） 

兄弟姉妹 

（n=167) 

その他の人 

(n=25） 

1 位 
わからない 

62.3 

高齢のため 

56.0 

おさないため 

74.3 

その他 

48.0 

2 位 
介護が必要 

11.5 

介護が必要 

32.0 

わからない 

12.6 

わからない 

32.0 

3 位 
その他 

11.5 

わからない 

32.0 

その他 

9.6 

おさないため 

24.0 

 

 【中学生調査】 

お世話の相手が祖父母・曾祖父母では「高齢のため」，兄弟姉妹では「幼いため」

が１位となっている。 

 
母・父 

(n=32） 

祖父母・曾祖父母 

（n=16） 

兄弟姉妹 

（n=92) 

その他の人 

(n=19） 

1 位 
その他 

31.3 

高齢のため 

50.0 

幼いため 

78.3 

その他 

68.4 

2 位 
病気やけがのため 

18.8 

認知症のため 

43.8 

その他 

12.0 

幼いため 

21.1 

3 位 

介護が必要 

15.6 

 
介護が必要 

37.5 

知的障害のため 

8.7 

高齢のため 

10.5 

介護が必要 

10.5 

認知症のため 

15.6 

知的障害のため 

10.5 

日本語が苦手なため 

10.5 

 

 【高校生世代調査】 

 お世話の相手が祖父母・曾祖父母では「高齢のため」及び「認知症のため」，兄弟

姉妹では「幼いため」が１位となっている。 

 
母・父 

(n=7） 

祖父母・曾祖父母 

（n=4） 

兄弟姉妹 

（n＝14) 

その他の人 

(n=3） 

1 位 
その他 

71.4 

高齢のため 

75.0 

幼いため 

50.0 

高齢のため 

33.0 

2 位 
こころの病気のため 

42.9 

認知症のため 

75.0 

その他 

28.6 

介護が必要 

33.0 

3 位 
その他の病気やけ

がのため 

28.6 

介護が必要 

25.0 知的障害のため 

14.3 

認知症のため 

33.0 

こころの病気のため 

25.0 

こころの病気のため 

33.0 
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【大学生世代調査】 

 お世話の相手が母・父では「こころの病気のため」，祖父母・曾祖父母では「認知

症のため」が１位となっている。 

 
母・父 

(n=7） 

祖父母・曾祖父母 

（n=8） 

兄弟姉妹 

（n＝5) 

その他の人 

(n=3） 

1 位 
こころの病気のため 

57.1 

認知症のため 

75.0 

その他 

60.0 

その他 

66.7 

2 位 
その他 

28.6 

高齢のため 

50.0 

幼いため 

40.0 

こころの病気のため 

33.0 

3 位 

身体障害のため 

14.3 

介護が必要 

25.0 

 

その他の病気やけ

がのため 

14.3 
身体障害のため 

25.0 
日本語が苦手なため 

14.3 

 

（４） 世話をしている頻度 

   世話をしている頻度はいずれの世代も「ほぼ毎日」が最も多い。 

 
 

ほぼ毎日 
週に 

3～5 日 
週に 

1～2 日 
1 か月に 
数日 

その他 無回答 

小学生(n=317） 39.7 14.8 13.9 7.6 3.2 20.8 

中学生(n=225） 35.1 10.7 10.7 7.1 3.1 33.3 

高校生世代(n=37） 29.7 18.9 5.4 10.8 0.0 35.1 

大学生世代(n=26） 42.3 15.4 11.5 7.7 3.8 19.2 

 

（５） 世話をしている時間 

   世話をしている時間はいずれの世代も「2 時間未満」が最も多い。 

 
 

2 時間未満 
2 時間以上 
4 時間未満 

4 時間以上
6 時間未満 

6 時間以上 その他 無回答 

小学生(n=317） 46.7 13.6 7.9 7.9 0.6 24.0 

中学生(n=225） 37.8 12.0 6.2 7.1 0.4 36.4 

高校生世代(n=37） 32.4 24.3 0.0 2.7 0.0 40.5 

大学生世代(n=26） 42.3 15.4 3.8 11.5 0.0 26.9 
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11.6%

9.3%

7.6%

7.1%

5.3%

3.6%

3.6%

3.1%

1.3%

40.4%

34.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の時間がとれない

友だちとあそぶことができない

眠る時間がたりない

宿題など，勉強をする時間がない

将来や進路のことを考えられない

学校に行きたいのに休んでしまう

遅刻や早退をしてしまう

塾や習い事，クラブ活動，部活動が

できない

その他

特にない

無回答

12.9%

10.4%

8.5%

6.9%

5.0%

3.8%

1.9%

0.9%

58.7%

19.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の時間がとれない

宿題など，勉強をする時間がない

ねむる時間がたりない

友だちとあそぶことができない

遅刻や早退をしてしまう

学校を休んでしまう

習い事，塾，クラブ活動，部活動

ができない

その他

とくにない

無回答

（６） 世話をすることによる生活への影響 

   いずれの世代も「自分の時間がとれない」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生調査 

n=317 

中学生調査 

n=225 
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21.6%

13.5%

13.5%

10.8%

8.1%

8.1%

5.4%

2.7%

2.7%

5.4%

24.3%

40.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の時間がとれない

友だちとあそぶことができない

将来や進路のことを考えられない

宿題や資格取得など，勉強をする時

間がない

眠る時間がたりない

遅刻や早退をしてしまう

塾や習い事，クラブ活動，部活動が

できない

学校・仕事に行きたいのに休んでし

まう

仕事に集中できない

その他

特にない

無回答

19.2%

15.4%

15.4%

11.5%

11.5%

11.5%

7.7%

3.8%

3.8%

3.8%

0.0%

0.0%

0.0%

3.8%

38.5%

23.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の時間がとれなかった

課題・予習復習をする時間が取れなかった

友人と遊ぶことができなかった

睡眠が十分に取れなかった

部活・サークル・課題活動・習い事等ができな

かった，もしくは辞めざるを得なかった

アルバイトができなった

一人暮らしをしたくてもできなかった

学校の授業や仕事に行きたくても行けなかった

単位をとれなかった，留年・休学した

就職・進路の変更を考えざるを得なかった，変更

した

恋愛をしたくてもできなかった

留学をあきらめた

仕事をやめた

その他

特になかった

無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高校生世代調査 

n=37 

大学生世代調査 

n=26 
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16.7%

13.9%

11.0%

3.5%

3.2%

2.8%

2.8%

1.9%

1.3%

50.5%

10.4%

14.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自由に使える時間がほしい

勉強を教えてほしい

自分のことについて話を聞いてほしい

お金の面で助けてほしい

自分が行っているお世話の一部をだれ

かに代わってほしい

家族のお世話について相談にのってほ

しい

家族の病気や障害，お世話のことなど

についてわかりやすく説明してほしい

自分が行っているお世話の全てをだれ

かに代わってほしい

その他

とくにない

わからない

無回答

（７） 世話について感じていること 

   いずれの世代も「特に大変さは感じていない」が最も多い。 

 
 

体力の面で 
大変 

気持ちの 
面で大変 

時間の 
余裕がない 

特に大変さは
感じていない 

無回答 

小学生(n=317） 12.3 16.1 13.9 49.8 21.1 

中学生(n=225） 12.0 14.2 15.1 38.2 33.8 

高校生世代(n=37） 10.0 21.6 24.3 29.7 35.1 

大学生世代(n=26） 7.7 26.9 30.8 34.6 23.1 

 

 

（８） 支援してほしいこと 

「自由に使える時間がほしい」が最も多く，次いで「勉強を教えてほ

しい」，「自分のことについて話を聞いてほしい」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生調査 

n=317 
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18.9%

18.9%

10.8%

8.1%

8.1%

8.1%

2.7%

2.7%

2.7%

2.7%

35.1%

10.8%

21.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自由に使える時間がほしい

進路や就職など将来の相談にのってほしい

お金の面で助けてほしい

自分の今の状況について話を聞いてほしい

自分が行っているお世話の全てをだれかに代

わってほしい

勉強を教えてほしい

自分が行っているお世話の一部をだれかに代

わってほしい

家族のお世話について相談にのってほしい

家族の病気や障害，お世話のことなどについ

てわかりやすく説明してほしい

その他

特にない

わからない

無回答

「勉強を教えてほしい」が最も多く，次いで「自分の今の状況につい

て話を聞いてほしい」「自由に使える時間がほしい」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自由に使える時間がほしい」，「進路や就職など将来の相談にのってほ

しい」が最も多く，次いで「お金の面で助けてほしい」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中学生調査 

n=225 

高校生世代調査 

n=37 
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26.9%

19.2%

19.2%

11.5%

11.5%

11.5%

11.5%

11.5%

7.7%

3.8%

0.0%

26.9%

7.7%

19.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学費への支援・奨学金等

自由に使える時間がほしい

家庭への経済的な支援

自分のいまの状況について話を聞いてほしい

家族の病気や障がい，ケアのことなどについ

てわかりやすく説明してほしい

自分が行っているお世話の一部を代わってく

れる人やサービスがほしい

進路や就職など将来の相談にのってほしい

学校の勉強や学習のサポート

家族のお世話について相談にのってほしい

自分が行っているお世話のすべてを代わって

くれる人やサービスがほしい

その他

特にない

分からない

無回答

          「学費への支援・奨学金等」が最も多く，「自由に使える時間が 

ほしい」「家庭への経済的な支援」が次いでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９） 希望する相談方法 

「自分のことについて話を聞いてほしい」「家族のお世話について相談にのってほし

い」と答えた人にお聞きします。どのようなやり方で話や相談をしたいですか。 

 

   小学生，中学生，大学生世代では「直接会って」が最も多く，高校生世代では 

「その他」が最も多くなっている。 

 
 

直接会って 電話 SNS 
電子 

メール 
その他 無回答 

小学生(n=36） 86.1 16.7 25.0 8.3 5.6 0.0 

中学生（n=25） 68.0 44.0 24.0 12.0 0.0 0.0 

高校生世代(n=3） 0.0 0.0 33.3 0.0 66.7 0.0 

大学生世代(n=3） 66.7 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 

 

 

  

大学生世代調査 

n=26 
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36.1 

58.1

62.7 

25.2 

16.4

14.2 

38.8 

25.6

23.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学生（ｎ=3,409）

高校生世代（ｎ=1,123）

大学生世代（ｎ=628）

聞いたことがあり，内容も知っている

聞いたことはあるが，内容は知らない

聞いたことはない

（10） ヤングケアラーという言葉の認知 

   中学生は「聞いたことはない」が最も多く，高校生世代，大学生世代は「聞いた 

ことがあり，内容も知っている」が最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11） ヤングケアラーの自覚 

 「お世話している」かつ「あてはまる」のは，回答者全数に対してそれぞれ，中

学生では 0.8％，高校生世代では 0.4％，大学生世代では 0.6％（過去にいたは 0.3％）

となっている。 

世代 
お世話している人

の有無 

ヤングケアラーにあてはまると思うか 
あてはまる

※ 
あてはまら

ない 
わからない 
答えたくない 

無記入 

中学生 

(n=3,409) 

いる 225 人 

6.6％ 

27 人 

0.8％ 

113 人 

3.3％ 

62 人 

1.8％ 

23 人 

0.7％ 

いない 3,184 人 

93.4％ 

31 人 

0.9％ 

2,715 人 

79.6％ 

397 人 

11.6％ 

41 人 

1.2％ 

高校生 

(n=1,123) 

いる 37 人 

3.3％ 

5 人 

0.4％ 

15 人 

1.3％ 

12 人 

1.1％ 

5 人 

0.4％ 

いない 1,086 人 

96.7％ 

7 人 

0.6％ 

1,011 人 

90.0％ 

65 人 

5.8％ 

3 人 

0.3％ 

大学生 

(n=628) 

現在いる 18 人 

2.9％ 

4 人 

0.6％ 

7 人 

1.1％ 

6 人 

1.0％ 

1 人 

0.2％ 

現在はいないが

過去にいた 

8 人 

1.3％ 

2 人 

0.3％ 

4 人 

0.6％ 

1 人 

0.2％ 

1 人 

0.2％ 

いない 602 人 

95.9％ 

5 人 

0.8％ 

555 人 

88.4％ 

37 人 

5.9％ 

5 人 

0.8％ 

 ※ 大学生は「かつてあてはまった」を含む 

  



 ３ 調査のまとめ 
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３ 調査のまとめ 

 

 世話をしている人が「いる」と回答したものは，小学生が 11.1％（9 人に 1 人），中学

生 6.6％（15 人に 1 人），高校生世代 3.3％（30 人に 1 人），大学生世代 2.9％（34 人に

1 人，過去にいた人を含めると 4.1％）であった。国の調査結果と比べると，小中学生で

は高いものの，高校生・大学生世代では低くなっていて，小学生では 1.7 倍高く，大学

生世代では約半分と大きく異なる。 

 小学生から高校生世代までは，「弟・妹（きょうだい）の世話」が多く，その背景とし

て，祖父母との同居が少なく核家族が多いという調査結果にあわせ，現在の保育園や学

童クラブの利用状況に現れているように共働き世帯等が多いことから，きょうだいの世

話をする必要があるものと推察できる。 

世話の状況は，「ほぼ毎日している」者が最も多い一方で，「2 時間未満」と短時間の

者，「世話をすることによる生活への影響」や「世話のきつさ」を感じていない者が多い

ことから，家族としての役割分担やお手伝いの範疇のものが多いと推察される。一方で，

「1 日 4 時間以上」のお世話をしている者や「きつさを感じている者」，具体的な「支援

を求めている者」がいるため，そのような家庭への支援を研究し進めていく必要がある

と考える。 

また，「今の自分の話を聞いてほしい」，「直接会って話を聞いてほしい」との声が多く，

子どもが気軽に安心して相談できる場を研究し，設置していく必要がある。 

ヤングケアラーの自覚については，各年代とも１％かそれ以下であったが，世話して

いる人はいないと答えた中にも「ヤングケアラーにあてはまる」と回答した者がいるこ

とから，ひとり親や共働きで忙しい親に代わって家事やきょうだいの世話をしている人

が答えにくかったことなどが推察される。 

また，ヤングケアラーの認知は，国の調査時点より進んでいると思われるが，「どのよ

うな状態ならヤングケアラーなのか」，「どのような状況なら相談したほうがいいのか」

というようなことが，子どもたちにも浸透していないと，自ら相談することには繋がら

ないため，子どもたちへのヤングケアラーの周知が必要である。 

さらに，自由意見では，さまざまな意見を聞くことができ，子どもの意見を聞くこと

の重要性を改めて感じたほか，このような調査も自身を見つめ直し，辛い気持ちを吐き

出す場の一つになることがわかった。 

今回の調査により，子どもの生活状況やヤングケアラーの実態の概要が明らかになっ

た。今後はより具体的な状況を把握し，困難を抱えた子ども・若者が安心して過ごせる

よう，個々に応じた支援策を進めていく必要がある。 
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